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研究の動機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て良い。しかしながら、世界的な動向へと目を向けれ

　オリンピックの開会式は、いよいよスポーツの平和　　ば、平和運動や教育運動としてのオリンピックへの関

の祭典が開始されることを告げるセレモニーである。　心が重要であるといえる。この観点からすれば、オリン

それは、参加者のみならず、スタンドの観客にもテレ　　ピック・ムーブメントの再生産装置（教育機能）としての

ビの視聴渚にもそのような祝祭気分をもたらすもので　　開会式への着目することは重要であると考えられる。

もある。つまり、今まで生きてきた日常的空間との区切　　それは、子どもたちこそ未来のオリンピック・ムーブメ

りを示し、新たな祝祭の時空間の到来を予告する儀式　　ントの担い手であり、オリンピァンへの夢、世界平和へ

なのである。文化人類学的に言えば、このオリンピック　　の貢献の可能性を持った存在者であるからである。

開会式は、新たな時空間生成のための境界性を創出　　研究の目的：開会式におけるオリンピック教育的次元

する文化的仕掛け、ということが出来る。逆に閉会識ま、　とその理念やメッセージを明らかにし、今後のオリンピ

オリンピックの祝祭空間から再び日常空間へと移行し　　ック・ムーブメントの展開に向けて有効な示唆を得るこ

ていくための仕掛けということになる。　　　　　　　　　とである。

　しかしながら、オリンピック開会式で発信される様々　　研究の方法

なメッセージや意味に関する研究はあまり見られない。　　過去のオリンピック開会式の状況把握はAAFLAの

1995年に10Cとバルセロナ自由大学が共催し、　　オリンピック文献サイトなどを利用した文献研究によっ

Mor寧やMacAloonらが仕掛けたIntemationd　　た。2000年のシドニー大会以降の開会式については、

S）mPosium　on　Ol）mPic　Ceremo㎡esというシンポジウム　　現地調査のフィールドワークおよびNHKのテレビ中

が初めてのオリンピック開会式に関する研究であろう　　継のvrRを中心に分析する。併せて、10Cのwebから

（報告書が10Cから刊行されている）。また、　Roel　Puijk　　の情報収集しながら、オリンピック開会式の教育的次

は1994年リレハンメル冬季大会の開会式でノルウェー　　元の持つメッセージの内容分析を進めていく。

文化の創成について述べている（1999）。このような開　　研究の概要：オリンピックの開会式で伝えられるメッセ

会式への関心が少ない研究傾向は、オリンピック・スポ　　ージ性には現時点では次のようなものが考えられてい

一ツ・イベントの競技性、つまり、誰が勝つか、誰が金　　る。

メダルを取るか、ということにしか関心を示さないメディ　　〉　世界最大のスポーツイベントとしての祝祭性

アと視聴渚の共犯関係が関与しているのかもしれない。　〉　厳粛な宣誓などの宗教性

しかしながら、1998年長野冬季オリンピック大会の開　　〉　開会宣言や国歌斉唱・国旗掲揚などの儀i式性

会式で活躍した「雪ん子」たちのように、子どもたちが　　〉　世界最高のスポーツ競技会開始という競技性

開会式に直接参加し、オリンピックの精神に触れ、世　　〉　地或文化の発信という文化性

界の文化と交わることは、その子どもたちの記憶に一　　〉　その国や都市の持っ最新テクノロジー（技術性）

生残る、重要な経験となりうる。また、子どもたちが開会　　〉　「平和の祭典」という政治性

式に直接に参加しなくても、スタンドの観客としてまた　　〉　子どもの参加とオリンピズムの普及というムーブメ

テレビの視聴者として教育的なメッセージや意味を理　　　　　ント性（教育性）

解して、今後のオリンピック・ムーブメント推進の担い　　結果

手となってくれることが大いに期待される。　　　　　　　オリンピック開会式の各種イベントには教育的理念

　日本の現状を見渡せば、日本メディアの関心は、オ　　が多極面に亘って見られる。その教育理念を直接的・

リンピック開会式の祝祭性、儀式性、開催都市や国の　　間接的にオリンピック教育として展開し、未来のオリン

文化性、我が国のアスリートの動向などへ向かうといっ　　ピック・ムーブメントを展開する可能性が示唆された。
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蜘動機　　　圏
†orin6とロ05　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紅港N5ヱoΩ4

　Q鋸）…　　　　　，　　　　　　　（鞭9
》オリンピック開会式：スポーツの平和の祭典が開始されるこ

　　とを告げるセレモニー

》参加者、スタンドの観客、テレビ視聴者に、そのような祝祭気

　　分をもたらす

〉今まで生きてきた日常的空間との区切りを示し、新たな祝祭
　　の時空間の到来を予告する儀式

〉文化人類学的：

　　オリンピック■会式＝新たな時空間生成のための境界性を

　飼出する文化的仕掛け
　　オリンピック閉会式＝オリンピックの祝祭空間から再び日常

　空闇へと移行し、戻っていくための文化的仕掛け
　　《77ン・ヘネ∂プ：逼過儂礼）
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」

鱗タ）現状：メディアと視聴者と子ども　　．

†or‘no己oo邑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　苅渋NS辞◇4

　⑳9’　　　　　　　　　　　　（～璽9

＞裏膨完羅翫訟≦諸：巴鵠欝鑑i誇陛

庸繰濯強赫鉋謹ぽ讐兜甦認詔絃

〉鑑竃璽曇i違纏鰭麟雛喋

蜘機：内外の状況と子どもの可能圏

†orIno　aoo島　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灯縄堺烈04

　9鱒）　　　　　　　　　　　　　（～妙

〉羅霧議躍勝盤鵠翻鰹の
》世界的な動向：それプラス、平和運動や教育運瑚としてのオ

　　リンピックへの●心を重要視

〉認顯糖麓匡遠駕裟雛晶紗纏藷蛙

〉鐙i鵠霧瑠蜜齪裟£㌶養鵠鵠髭で
　持った存在者
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鋤究（開会式への＿ない擢

†orIno己OO5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A商測52◇・潟

　⑳9　　　　　　　　　　　　　　Q妙
》オリンピック開会式で発信される様々なメッセージや意昧に

　　関する研究はあまり見られない桝本の一連の耽を除き）

＞1995年：IOCとバルセロナ自由大学が共催し、　Moragas、
　　MacAloonが仕掛けたlntemationaI　Symposium　on
　　Olympic　Ceremoniesが初めてのオリンピック開会式に関
　する研究（1996年にIOCから報告書）

＞Roel　PuOk（1999）：1994年リレハンメル冬季大会の開会式
　でノルウェー文化の活用とともにアイデンティティ形成につい

　て記述
〉→教育的な関心は見られない

　⊂Klau5en（EdJ（i999）Olyrnpi6　Garn98　a8　perfomance　and　publi6　event）
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蜘目的　　　團
†orino主OO巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～糖栖～甜劔

　Q㊤…　　　　　　　　　　　　　（鞭9

〉開会式におけるオリンピックの教育的次元と

その理念やメッセージを明らかにし、

〉今後のオリンピック・ムーブメントの展開に向

　けて有効な知見や示唆を得ること
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鋤方法　　　圏
†orlnoヨoo5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　好懸NS2参糾

　領9’　　　　　　　　　　　　（～妙
〉先行研究：AAFLAのオリンピック文献サイトで過去

　　のオリンピック開会式に関する研究状況把握

＞2000年のシドニー大会以降の開会式：現地フィール

　　ドワーク、およびNHKのテレビ中継のVTRを中心に

　　分析

＞IOCのweb　siteから情報収集

→オリンピック開会式の教育的次元の確認とその持っ

　メッセージ性の分析
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瞬のメッセージ性　圏
、ror己no己ロ05　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紅寮N～三〇s4

　Q簿）’一　　　　　　　　　　　（≧Q9
　＞世界最大のスポーツイベントとしての祝祭性

　〉厳倉な宜誓などの宗教性
　〉開会宜言や国歌斉唱・国旗掲揚などの借式性

　〉世界最高のスポーツ競技会■始という撒性
　〉地域文化の発信という文化性
　〉その国や都市の持つ」賄「テクノロジー（技術性）

　〉「平和の祭臭」という政治性

　〉　　◆　’　　　　　　こ　　‘’ピズム　　　　　　　い
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瞬の子どもたちの直接参加國

垣rmo　aoO5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ間ξNSコC書4

　G鰯）’　　　　　　　　　　　　（～Ω9
＞過去4大会：2000年シドニー大会、2002年ソルトレイク冬季

　　大会、2004年アテネ大会、2006年トリノ冬季大会

〉独唱などの中心人物として1人で登場
　シドニー、SLC、アテネ、トリノ

〉コーラス嘩、ダンスパフォーマンスのメンバーとして

　シドニー、SLC、アテネ

〉その他の引き立て役として

　アテネのオリーブの小枝でオリンピック旗の出迎え

O最近の傾向：2000年シドニー以来、主人公的な子どもの存
　在（物語化＝開会式のエンターテイメント化・ショー化）
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　旅（和解し協■の歴史へのスタート）

〉海をテーマにしたパフォーマンス

（子ど毛たちの勉員でファンタジー）

嚇ソルトレイク冬季大会圏

ぬr｛no己ooら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賠鯛ち2給4

　Q鋸ジ　　　　　　　　　　　　　Q妙
＞Light　the　Fire　Within（少年の主役）

＞Child　of　Fireの子どもたち（ランタン持つ少女達）

2
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鋤麟；i期待のための子ども翅

叙コrino己OO巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紅X£N～三〇鱗

　Q鋸ぷ　　　　　　　　　　　　　（≧Q9
＞1．比噛としての子ども（小さなもの、弱いもの、未熟なもの、

　　無力なもの、無知なもの．あるいは、古いカを覆す新しい力

　　を持つもの、新生、再生、神力などの象徴）

》醒覇覇繊襲耀鋼誉昆鞭
》3．体験としての子ども（本人によってしか生きられない1回
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ぷ

魏の1瓢期待のための子ども園

†orIno己oo●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灯醍N≦2舗4

　鋸）．’　　　　　　　　　　　　（～Ω9
＞1．白紙としての子ども観（タブラ・ラサ）：子どもは無限に教

　　育可能

＞2無垢なるもの．神性を宿すもの、真のヴィジョンを直感す
　　る力を持つもの

　⊂■栓酬施■“998》辞・」脚奥．岩笈書店）

〉テレビというメディアを前提にしたオリンピック開会式の子ど

　　もたちの演出には、

〉「時代の無意旋の託宣が子どもの身体を借りて衰現される」
　　という立場が反映されていると考えられる

　《本田網1995）映●の子どもたち．人文書目齢
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鋤に仮託するイメージ圏
ぬr治o己oo巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《τ縄黙穎04

　Q繕）＼　　　　　　　　　　　　（乏鯉
〉子どもを「純粋倍垢なるもの」として大人が仮託するイメー

　　ジ：夢、未来、希望、平和など肯定的なものが多い

》純粋な喜びや楽しみなど、開会式の祝祭の現在を祝福する

　　事も担わされる

〉み灘竪碧9晶麹恐2瑞詔蹴讐
　まう可能性．

〉竃翼馨醗議癖剤鵠幽
〉諾鵠認莞蹴i描S7クの聴鮒碗ぐ尭と勘
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睡，種々のメッセージ性理解の眉

†ormo己oo巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厄H測口給4

遍鑑のが一ツシ。一（祝飾エン片イメント窟将

〉開催都市・国家の地域文化の発信（文化性）

〉開会宜言、国歌斉唱・国旗掲揚など国家のアイデンティティ形成
　（政治性の儂式）

〉選手・審判の宣誓など（宗教性・フェアのスポーツ精神性）

〉世界最高のスポーツ競技会開始（競技性）

〉選手団入場行進（国際親善・異文化理解）

〉開催都市・国家の持つ最新テクノロジー（技術性）

〉オリンピック宗教（オリンピック旗入場・掲播、オリンピック賛歌）

〉象微的放鳩やオリンピック休戦への言及（平和性）

〉聖火リレーと点火（平和性・技術性）

〉「4年に一度の平和の祭臭」（平和性・政治性）
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鎮殺論

・篭鑑離フオーマンスに口育的綴

〉子どもの利用：純粋無垢というイメージの利用→夢、未来、

　希望、平和
〉主人公的な子どもの利用＝物語化、ショー化の現出
＞r子どもに付託した肯定的、未来的なイメ」ジ」：本当か？

〉近年は子どもたちの不在が顕著に（テロの影響？）

〉子どもたちの開会式での直接的体験の保証が重要であろう
》開会式の種々のメッセージ性を理解させる好機

〉竃鞠欝欝鶏竃鐵諜㌻織

へ　　　　　　　　　　　　　3
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